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mee mee center Sumeba

Information

ミー ミー センター スメバ

住めばわかる 住めばかわる 新しい私と出会う下諏訪

オープン!!オープン!!

　２月７日（火）移住交流拠点として、御田町
に「mee mee center Sumeba（ミーミーセ
ンタースメバ）」がオープンしました。
　空き店舗（旧南信生花下諏訪店跡地）を活用
し、町内在住で全国各地の古民家や建物の空間
デザインを手がけている「ReBuilding Center 
JAPAN（リビルディングセンタージャパン）」
代表の東野唯史氏の協力を得て、１月末に実施
された「移住交流拠点リノベーション体験モニ
ターツアー」の参加者計10名により、天井、
壁、床など古い建物本来の構造を活かしながら、
暖かみのあるオープンスペースとしてリノベー
ション（改修）しました。
　Sumeba（スメバ）は、町に遊びに来た方や
住んでみたい方、既に移住された方、地元の方
が交流できる場所として、町の魅力・観光情
報・空き家物件情報など“地元の方に聞きたい
こと”を通して、人と人をつなぐ交流の場所と
して活用していきます。
　町民の皆さまも是非お気軽にご利用ください。

あずの ただふみ

me 私の・自分の
mee＋mee  私と私
meet 出会う・交わる
center 街の真ん中・中心部
Sumeba 住んでみたら
 住んでいる

※名称・ロゴは、御田町、モニターツアー参
加者、作業協力者が利用方法を検討しなが
らアイディアを出し合い考案しました。

移住定住に関する情報発信
・移住相談
・コンシェルジュによるしもすわ案内
・移住経験者の事例紹介

Community Event
交流のためのオープンスペース
・移住経験者との交流会
・移住経験者とのミーティング
・移住ワークショップ、交流サロン
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mee mee center Sumeba
ミー ミー センター スメバ

　空き店舗（旧南信生花下諏訪店跡地）の１階部分を「ReBui
lding Center JAPAN（リビルディングセンタージャパン）」
代表の東野氏を講師にお招きし、リノベーション体験モニタ
ーツアーを２回開催しました。参加者と地域の方が協力して、
壁の漆喰塗り、床貼りなど作業や勉強会、交流会を行いなが
ら、町の方との交流も深めました。

　モニターツアーでは各５
人が参加し、地域の方にも
作業のお手伝いや差し入れ
をいただき、多くの方に支
えられ、町の方の温かさを
感じるモニターツアーとな
りました。

下諏訪町3205－10
（御田町ダイシメ惣菜店前）
◇予 約 制　10：00～15：00
◇利用人数　15名
◇駐 車 場　2台
◇free wifi　有
■問い合わせ 
　下諏訪町 産業振興課 移住定住促進室
　電話27－1111（内線274）

移住交流拠点リノベーション体験モニターツアー

オープニングセレモニー

2017.1.20（金）－22日（日）壁面塗り作業

2017.1.28（土）－30日（月）床貼り作業

　２月７日（火）にオープニング
セレモニーが行われ、関係者、報
道陣など施設内に入れないほど多
くの方がかけつけました。

東
野
氏
に
よ
る
施
設
紹
介

看
板
設
置

オープニングセレモニー後、御田町のおかみさん
たちによる振る舞い（上）
Sumeba（スメバ）外観（右）

店
内
に
は
ケ
ー
キ
の

　

型
で
作
ら
れ
た

　

ア
ン
テ
ィ
ー
ク

　
　
　

な
時
計
が

オープン祝いでかわいいケーキもふるまわれました♪

ココ★

大社通

御田町

←
岡谷

↓上諏訪

↓下諏訪駅

●

●
八十二
銀行

ダイシメ
惣菜 ★

20

20
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下諏訪力の発信、展開２０１7

平成29年度予算の概要についてお知らせします
　

平
成
29
年
度
予
算
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
７
次
総

合
計
画
」
や
「
未
来
を
創
る
総
合

戦
略
」
を
基
本
に
、
地
方
創
生
を

更
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
重
点

目
標
と
し
て
、
「
安
全
に
、
健
康

で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」、「
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」、「
安
定
的
に
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
、

予算案の主な施策内容

会 計 別 予 算 額 【会計区分】
　「一般会計」は、町が行う事
業の大部分を占める会計で、支
出には皆様から納めていただく
町税や地方交付税などを主な財
源としています。これに対し、
「特別会計」は、特定の事業を
行うために設けられた会計で、
支出を保険料や使用料などの収
入（財源）で賄っています。
　また、事業によって得る収入
で支出を賄う独立採算型の会計
を「公営企業会計」と呼び、当
町では水道事業会計と下水道事
業会計がこれにあたります。

会　計　名 予 算 額 前年度比

特
別
会
計

企
業
会
計

一    般   　会　   計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
駐 車 場 事 業 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
交通災害共済事業特別会計
温 泉 事 業 特 別 会 計
特別養護老人ホ－ム事業特別会計
東 山 田 財 産 区 会 計

水道事業会計
　収益的支出

　　　　　　　資本的支出

下水道事業会計
　収益的支出

　　　　　　　　資本的支出

76億7,000万円
25億   670万円

 700万円
 3億3,500万円

1,060万円
 4億4,200万円
2億2,330万円

 160万円
2億6,260万円
2億   330万円
5億8,620万円
7億2,660万円

△6.2％
    △0.7％
 △10.3％

1.8％
△7.8％
10.5％
△1.7％
23.1％
   0.7％
△24.7％
△0.5％
97.8％

ま
ち
づ
く
り
」、「
住
ん
で
い
る
こ

と
に
誇
り
が
持
て
る
住
民
主
体
・

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
４
つ
を

掲
げ
、
高
齢
者
な
ん
で
も
相
談
室

の
開
設
、
未
満
児
保
育
・
一
時
保

育
の
拡
充
、
防
災
意
識
日
本
一
の

町
を
後
押
し
す
る
家
庭
用
災
害
備

蓄
品
の
斡
旋
、
減
災
設
備
・
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
制
度
の
新
設
、
健
康

長
寿
を
推
進
す
る
健
康
ポ
イ
ン
ト

の
導
入
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
に
重

点
的
に
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
年
度
は
、
６
項
目
の

新
た
な
重
点
施
策
に
よ
り
、
住
民

に
寄
り
添
い
、
住
民
要
望
に
応
え

る
具
体
的
施
策
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
築
き
上
げ
て
き
た
健
全
財

政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
下
諏
訪
力

の
「
創
造
」
か
ら
「
発
信
、
展
開
」

へ
繫
げ
る
た
め
、
中
長
期
視
点
に

立
っ
た
計
画
行
政
を
更
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

①高齢者・障がい者にやさしい町
高齢者なんでも相談室の開設、公衆トイレ等の洋式化、
障がい者計画・障がい福祉計画、高齢者福祉計画の策定 など

②安心して産み、育てることのできる町
未満児保育・一時保育の拡充、産前産後サポート事業、
学校教育環境の整備、中学生海外研修事業、
こども未来基金を活用した事業の創出　など

③安心・安全、防災意識日本一の町
減災設備・リフォーム補助事業、道路関連事業の拡充、
赤砂崎公園整備事業、家庭用災害備蓄品普及促進事業、
耐震性貯水槽新設整備事業 など

④活力ある産業振興と若者支援の町
商工業振興助成事業、移住定住促進対策事業、
結婚新生活支援事業、地域おこし協力隊委嘱事業、
しごと創生拠点施設整備事業　など

⑤健康長寿、スポーツの町
三十歳の歯科健康診査事業、健康ポイント事業、
体育施設・用具整備事業、健康スポーツ施設整備事業　など

⑥観光客にも魅力ある町
おんばしら館よいさの管理運営、儀象堂整備事業、
八島高原木道改修事業、埋蔵文化財センターの開館　など
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地方交付税
1,550,000
（20.2%）

町債
619,800
（8.1%）

その他
345,357
（4.5%）

繰越金
180,000
（2.3%）

地方消費税交付金
390,000
（5.1%）

県支出金
331,496
（4.3%）

国庫支出金
643,683
（8.4%） 諸収入

680,817
（8.9%）

繰入金
287,947
（3.8%）

歳入
7,670,000
（単位：千円）

町　税
2,640,900
（34.4%）

民生費
2,371,303
（30.8%）

総務費
1,111,479
（14.5%）商工費

903,054
（11.8%）

商工費
903,054
（11.8%）

その他
517,364
（6.8%）衛生費

511,495
（6.7%）

公債費
785,883
（10.2%）

土木費
796,532
（10.4%）

土木費
796,532
（10.4%）

教育費
672,890
（8.8%）

歳出
7,670,000
（単位：千円）

人件費
1,293,178
（16.9%）

扶助費
985,464
（12.9%）

公債費
785,883
（10.2%）

普通建設事業費
747,666
（9.8%）

物件費
1,326,620
（17.3%）

維持補修費
38,639
（0.5%）

補助費等
1,112,277
（14.5%）

積立金
投資及び出資金
貸付金
587,557
（7.6%）

繰出金・予備費
792,716
（10.3%）

義
務
的
経
費

性質別
7,670,000
（単位：千円）

そ
の
他

投資的
経費
投資的
経費

下諏訪力の発信、展開２０１7

一般会計予算の内訳

性質別内訳のワンポイント解説
 性質別内訳は、歳出について同じような使われ方をするも
のを分類したものです。
人件費 　特別職や職員の給料、議員の報酬などに使われる

お金
扶助費　　法によって義務付けされている福祉や医療の費用

として給付されるお金など
公債費　　町債（借入金）の返済に充てられるお金
普通建設事業費　施設建設、道路や公園などの整備に充てら

れるお金
物件費　　消耗品、光熱水費、備品購入、事業の委託費など

に充てられるお金
補助費等　各種の補助金や負担金として使われるお金
貸付金　　商工業振興の制度融資などに活用されるお金
繰出金　　一般会計から特別会計に繰り出されるお金

　

平
成
29
年
度
の
予
算
を
端
的
に
表
現

す
る
と
「
公
約
実
現
予
算
」
と
言
え
ま

す
。

　

昨
年
の
町
長
選
挙
の
際
に
お
約
束
を

し
た
事
業
を
実
現
す
る
た
め
、
各
課
検

討
を
重
ね
具
現
化
さ
れ
た
予
算
で
す
。

総
額
は
76
億
７
千
万
円
で
、
昨
年
よ
り

５
億
円
程
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
数
年
か
け
て
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
大
型
建
設
事
業
が
一
段
落
し
た
た

め
で
あ
り
、
今
年
度
は
で
き
る
だ
け
住

民
に
寄
り
添
い
、
日
頃
か
ら
の
住
民
要

望
に
お
応
え
す
る
新
規
の
ソ
フ
ト
事
業

に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
子
育
て
支
援
で
は
保

育
士
の
増
員
に
よ
る
未
満
児
保
育
、
一

時
保
育
の
充
実
、
保
育
園
担
当
保
健
師

の
配
置
等
に
よ
り
、
子
ど
も
を
安
心
し

て
産
み
、
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
長
寿
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く

り
で
は
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
導
入

し
、
各
種
検
診
の
受
診
率
向
上
や
健
康

講
座
へ
の
参
加
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
各
区
の
公
会
所
な
ど
を
巡
回
す

る
「
高
齢
者
な
ん
で
も
相
談
室
」
の
開

設
、
公
衆
ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
、
高
齢

者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合

宿
誘
致
活
動
も
積
極
的
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
は
、

こ
の
春
に
完
成
す
る
黒
曜
石
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
と
一
体
化
し
た

形
で
、
下
諏
訪
町
の
歴
史
を
伝
え
る
場

と
な
る
よ
う
儀
象
堂
の
改
修
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

人
口
増
対
策
と
し
て
期
待
の
多
い
移

住
交
流
促
進
対
策
事
業
を
、
御
田
町
に

開
設
し
た「m

ee m
ee center S

um
eba

（
ミ
ー
ミ
ー
セ
ン
タ
ー
ス
メ
バ
）
」
を

中
心
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
地

区
防
災
計
画
・
防
災
マ
ッ
プ
の
策
定
を

進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
士
の
養
成
と

自
主
防
災
会
の
再
編
を
進
め
、
家
庭
用

災
害
備
蓄
食
料
品
の
町
補
助
に
よ
る
安

価
で
の
購
入
を
斡
旋
す
る
な
ど
、
防
災

意
識
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
い

た
し
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
も
要
望
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
５
年
間
で

約
10
億
円
の
集
中
投
資
を
行
い
、
生
活

道
路
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、「
住
民
満
足
度
１
０
０
％

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
新
た
な

決
意
と
覚
悟
を
持
ち
、
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。
引
き

続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

「
住
民
満
足
度
１
０
０
％
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て

「
住
民
満
足
度
１
０
０
％
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て
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 ○町内循環バス運行事業 （町内循環バス「あざみ号」の運行） 44,006千円
 ○諏訪湖周バス共同運行事業 （岡谷市、諏訪市と共同して湖周バス「スワンバス」を運行） 5,813千円
 ○社会福祉協議会補助事業 （老人福祉センター休日開館に伴う運営費補助の増） 17,641千円
 ○福祉タクシー等助成事業 （79歳以上高齢者、透析者、免許返納者等への助成、入浴券との選択制） 22,836千円
 ○障害者福祉関連事業 （地域活動支援センター事業、在宅障害者支援、自立支援給付事業など） 336,963千円
新規 　（軽度・中等度難聴児補聴器購入助成事業） （障害者手帳の交付を受けていない難聴児への補聴器購入・修理の助成） 106千円
新規 　（障害者計画等策定事業） （中長期の障がい者計画と具体的な第5期障がい福祉計画の策定） 3,082千円
新規 　（成年後見支援センター運営費負担事業） （成年後見支援センター設立・運営に向けた負担金） 1,167千円
 ○高齢者支援関連事業 （在宅高齢者支援、高齢者応援、地域支援任意事業など） 43,892千円
新規 　（高齢者福祉計画策定事業） （介護保険サービスの基本施策となる高齢者福祉計画の見直し） 2,984千円
新規 　（高齢者なんでも相談室事業） （来庁できない高齢者に対し、地区まで出向き各種相談に対応） 82千円
 ○介護保険事業 （諏訪管内6市町村共同による介護保険事業の実施） 272,187千円
 ○認知症地域支援・ケア向上事業 （事業の拡充に加え、地域で見守るための啓発勉強会を新たに開催） 5,506千円
新規 ○緊急時駆けつけサービス事業 （在宅から対象範囲を拡充し、携帯用機器を取り入れたサービスを提供） 1,247千円
新規 ○介護予防・生活支援サービス事業 （制度改正に伴い訪問介護・通所介護などを新規事業として実施） 25,926千円
新規 ○一般介護予防事業 （制度改正に伴い一次予防・二次予防事業を一般介護予防事業として実施） 19,788千円
 ○老人福祉センター指定管理事業 （これまで休館日だった日曜・祝日に開館し、利用者の利便性を向上） 11,645千円
新規 ○経済対策臨時福祉給付金給付事業 （消費税率の引上げ延期に伴う低所得者向けの経済対策） 52,565千円
新規 ○けん引式車椅子整備事業 （観光施設に設置し、ユニバーサルツーリズムでの活用） 296千円
 ○公衆トイレ洋式化事業   
　　一般公園管理事業（トイレ洋式化） （公園ユニットトイレの洋式化） 307千円
新規 　　公園整備事業 （計画的な公園トイレの洋式化） 875千円
新規 　　小学校管理運営事業 （南小学校体育館トイレの洋式化など） 1,382千円
新規 　　研修の家管理事業 （研修の家トイレの洋式化） 1,188千円

新規 ○こども食堂・居場所づくりプロジェクト関連事業 （プロジェクトの立ち上げ、検討に要する経費） 53千円
 ○友好都市交流事業 （南知多町との交流事業） 748千円
新規 ○保育所担当保健師配置事業 （保育園へ保健師1名を配置、三園を定期巡回にて対応） 4,075千円
 ○保育所管理運営事業 （未満児保育受入れ拡充及び一時保育専用保育士の増　3人増員） 218,512千円
 ○子育てふれあいセンター運営事業 （利用者から要望のある遊戯用カーペットの更新）【利用者要望】 4,088千円
 ○乳幼児等医療費給付事業 （高校生までを対象とした医療給付の実施） 135,270千円
 ○母子保健事業 （妊婦、乳児健康診査委託、不妊不育治療助成など） 22,010千円
新規 　（産前産後サポート事業） （出産に不安のある妊婦・産婦に産前産後のサポートを充実） 417千円
 ○赤砂崎公園整備事業 （赤砂崎右岸用地の取得及び右岸広場造成） 177,284千円
新規 ○こども研究所事業 （こども研究所の取組をチャレンジ事業から町事業として新規に実施） 300千円
 ○こども未来基金事業 （中学生海外研修への貸付のほか、こども支援に基金の活用を検討） 17千円
 ○学校教育環境の整備  新規 
　　小学校整備事業 （北小学校放送設備の機器改修） 3,564千円
 　　小中学校英語教科補助指導事業 （小中連携した英語教育の取り組みの充実） 32,547千円
新規 　　中学校整備事業 （社中保健室間仕切改修、受水槽取替工事） 18,241千円
 　　中学校一般用備品購入事業 （中学校給食用食器の更新など） 2,832千円
 ○中学生海外研修事業 （中学2年生によるニュージーランドへのホームステイを2人拡充） 7,023千円
 ○東京オリンピック・パラリンピック事前合宿誘致事業 （こども達に夢を与える東京オリ・パラ事前合宿の誘致） 1,783千円
新規 ○ホストタウン推進事業 （こども達に夢を与えるホストタウン事業を県などと協力して展開） 2,398千円

 ○公会所整備事業 （公会所等の整備への補助） 2,000千円
新規 ○防災用消耗品整備事業 （来庁者用ヘルメットや避難所用消耗品等の整備）【町長と語る会】 1,000千円
新規 ○災害対策費用保険事業 （自然災害における避難所設置、救援救助に対する保険に加入） 710千円
 ○避難地看板作製設置事業 （町指定避難所看板設置、小中学校避難所案内看板の修繕）【区長要望】 942千円
 ○防災行政無線屋外子局移設事業 （山王閣屋上にある防災行政無線の移設） 2,420千円
 ○災害時用備蓄食糧整備事業 （災害用備蓄食糧の計画的な整備） 250千円
新規 ○家庭用災害備蓄品普及促進事業 （災害時の家庭用備蓄食糧をあっせん） 12,500千円
 ○避難所設置運営訓練事業 （避難所設置及び避難所運営訓練を2地区で実施） 600千円
新規 ○ジュニアサバイバル教室開催事業 （小学5年生キャンプ時にサバイバル教室を開催）【学校要望】 200千円
新規 ○防災行政無線設備更新事業 （防災行政無線のデジタル化に向けた設計を実施） 4,750千円
 ○地区防災計画策定事業 （各地区ごとに防災計画を見直し、策定を３地区で実施） 866千円
新規 ○減災設備・リフォーム補助事業 （耐震シェルターや店舗併用住宅などの対象拡大、補助率の引き上げ） 16,000千円

１ 高齢者・障がい者にやさしい町

２ 安心して産み、育てることのできる町

３ 安心・安全、防災意識日本一の町

住民主体・参画協働による
個性豊かな まちづくり

下諏訪力の発信、展開２０１7
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 ○道路関連事業 （道路関連事業として5年間で1,000,000千円程度を措置）  
　　交通安全施設整備事業 （交通安全のため、道路標識や反射鏡などを計画的に整備） 4,176千円
 　　道路維持補修事業 （道路維持補修費10,000千円増、町道の除雪・融雪委託事業など） 100,217千円
新規 　　町道湖岸通り線街路灯改良事業 （ＬＥＤ化による諏訪湖岸の街路灯の更新に向けた設計の実施） 3,597千円
新規 　　道路新設改良事業 （町道湖浜本通り線の歩道拡張や町道下村通り線の幅員拡張など） 5,099千円
 　　社会資本整備総合交付金事業（道路） （町道中央通り線や町道東山田東町線などの整備） 53,447千円
 　　道路美装化事業（街なみ環境整備事業） （町道御田町線、町道立町線の美装化） 45,349千円
新規 　　橋りょう維持補修事業 （定期点検に基づく橋りょうの維持補修） 2,000千円
 　　社会資本整備総合交付金事業（橋りょう） （橋りょう点検、清水橋改良） 42,000千円
新規 　　都市計画道路事業 （国道20号バイパスのアクセス道路整備に向けた予備設計など） 27,486千円
 ○公園管理事業 （赤砂崎公園左岸の供用開始に伴う維持管理及び諏訪湖畔緑地帯の管理） 22,399千円
 ○高木津島公園整備事業（街なみ環境整備事業） （高木津島公園の公園整備） 35,600千円
 ○住宅・建築物安全ストック形成事業 （補助限度額を100万円に拡充し、木造住宅の耐震化促進へ向けた取組） 21,949千円
 ○消防団活動事業 （消防団用備品や消防用ホースの整備など） 7,820千円
新規 ○耐震性貯水槽新設整備事業 （既存防火水槽を耐震性貯水槽へ計画的に更新整備） 18,399千円
 ○消火栓新設等整備事業 （地下式から地上式消火栓への切替）【住民要望】 3,672千円
新規 ○雨水排水対策事業【下水道事業会計】 （御田町周辺の市街地浸水被害を防ぐため、雨水渠布設工事の実施） 356,380千円

新規 ○結婚新生活支援プロジェクト関連事業 （プロジェクトの立ち上げ、検討に要する経費） 31千円
新規 ○テレワーク・クラフトタウン構想プロジェクト関連事業 （プロジェクトの立ち上げ、検討に要する経費） 53千円
 ○協働推進事業 （協働のまちづくりのため下諏訪力創造チャレンジ事業の実施） 6,041千円
新規 ○地方創生推進事業 （総合戦略に沿った地方創生事業の推進） 191千円
新規 ○住民満足度調査事業 （住民満足度を把握するためのアンケート調査を実施） 208千円
新規 ○下諏訪力の発信・展開番組制作事業 （下諏訪町を紹介する番組の制作、移住定住事業にも活用） 1,080千円
 ○町民講演会開催事業 （健康をテーマに各種分野の著名人を講師として招き開催） 1,235千円
 ○勤労者生活資金融資預託事業 （町内に居住している勤労者に対し生活資金融資をあっせん） 35,000千円
新規 ○ＳＵＷＡブランド創造事業負担事業 （諏訪6市町村による広域的なものづくり技術を活かした新事業進出支援） 2,124千円
 ○商工業振興助成事業 （町内商工業の振興を図るための助成等） 5,000千円
 ○制度融資信用保証料補給事業 （制度融資を利用する方の負担軽減のため、信用保証料を町が負担） 20,000千円
 ○中小企業融資預託事業 （中小企業への融資預託） 550,000千円
 ○しもすわイルミネーション整備事業 （民公協働によるサマーイルミネーションの実施） 7,764千円
 ○ものづくり支援センターしもすわ運営事業 （企業の情報発信と受注拡大への支援） 23,453千円
 ○移住定住促進対策事業 （御田町の移住交流拠点を活用した事業の展開） 7,884千円
新規 ○地域おこし協力隊員委嘱事業 （移住定住、しごと創生に向けた取組のため、地域おこし協力隊員を委嘱） 6,905千円
新規 ○結婚新生活支援事業 （結婚新生活支援事業補助金を活用した定住対策の充実） 2,400千円
新規 ○しごと創生拠点施設整備事業 （旧労災リハビリセンターを活用した起業創業支援拠点施設の整備） 3,871千円

４ 活力ある産業振興と若者支援の町

 ○健康スポーツゾーンプロジェクト関連事業 （健康スポーツ施設整備事業実施に要するプロジェクト関連経費） 245千円
新規 ○総合運動場管理棟プロジェクト関連事業 （プロジェクトの立ち上げ、検討に要する経費） 53千円
 ○救急告示病院運営事業補助事業 （救急告示病院への救急医療費に対する補助） 2,000千円
 ○生活習慣病検診事業 （各種生活習慣病の検診委託事業など） 26,929千円
新規 　（肺がん検診事業） （国指針にて推奨されるがん検診の実施） 2,270千円
新規 　（三十歳の歯科健康診査事業） （20歳、40～70歳に加え各年代の歯科検診を充実）【歯科医師会要望】 156千円
 ○疾病予防事業 （法改正に伴うB型肝炎予防接種を拡充） 47,566千円
新規 ○健康ポイント事業 （健診や健康講座への参加者に健康ポイント付与による商品券等の還元） 4,227千円
 ○高浜健康温泉センター管理事業 （ゆたん歩゜の施設運営） 27,726千円
新規 ○夏期巡回ラジオ体操開催事業 （夏期巡回ラジオ体操の開催） 247千円
新規 ○スポーツ推進計画策定事業 （第2次スポーツ推進計画の策定） 258千円
 ○体育施設・用具整備事業   
　　スポーツ用具整備事業 （体育施設に対して枠配分による年次的に整備） 3,943千円
 　　体育施設整備事業 （体育施設に対して枠配分による年次的に修繕） 1,461千円
新規 ○健康スポーツ施設整備事業 （健康スポーツゾーンとして新艇庫の建設に向けた地質調査、測量設計） 7,935千円
新規 ○温泉源湯施設整備事業【温泉事業特別会計】 （温泉の安定供給のため、新井戸掘削に伴う源湯施設を整備） 92,000千円

５ 健康長寿、スポーツの町

 ○八島高原木道改修事業 （老朽化した八島高原木道の計画的な整備） 2,754千円
 ○観光協会補助金 （観光振興に関する各種事業実施団体への補助） 12,500千円
 ○観光宿泊施設助成金 （対象工事100千円以上の宿泊施設の修繕に対する助成の延長） 2,000千円
新規 ○儀象堂整備事業 （下諏訪歴史体験エリアの観光拠点として施設整備） 78,700千円
 ○おんばしら館管理事業 （昨年度開催の御柱祭の紹介や旅行会社と連携した誘客を充実） 18,633千円
 ○観光振興推進事業 （各種観光施設等の一体的な整備に向けた体制の見直し） 28,009千円
新規 ○観光振興計画策定事業 （現状に即した観光事業のため新たな振興計画の策定） 226千円
新規 ○文化財保護事業 （中山道国史跡指定に向けた調査等の実施、浪人塚看板、階段等の整備） 677千円
新規 ○埋蔵文化財センター管理事業 （埋蔵文化財センター開館に伴う施設管理） 7,596千円

６ 観光客にも魅力ある町
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還付金詐欺にご注意を!!還付金詐欺にご注意を!!
　確定申告が終わり、税の還付が始まる４月は、還
付金詐欺の電話が大幅に増加すると予想されます。
当町でも、町や県の職員をかたって、口座情報を聞
き出そうとしたり、ATMの操作を仕向ける詐欺の
電話が報告されています。
　ATMの操作で医療費や税金等の還付金が支払わ
れることは絶対にありません。
　不審な電話や、消費生活における相談事は、町庁
舎内の消費生活センターにお電話ください。
■問い合わせ　下諏訪町消費生活センター
　　　　　　　（住民環境課生活環境係内）
　　　　　　　電話27－1111（内線143）

平成29年4月から証明書交付等の
休日窓口を開設します

平成29年4月から証明書交付等の
休日窓口を開設します

◇開 庁 日　毎月第２日曜日及び第4日曜日
◇開庁時間　午前10時～午後１時まで
◇場　　所　町庁舎１階　住民環境課 総合窓口係
◇取扱業務
　①証明書の発行

下諏訪町交通災害共済　
29年度分加入受付中です！
下諏訪町交通災害共済　
29年度分加入受付中です！
○一口400円の大きな安心。一口につき死亡時は
100万円の他、傷害の治療日数により見舞金が支
給されます。お一人二口まで加入できます。
○町内会未加入の方、町内会での加入をお忘れの方
は、町庁舎１階住民環境課生活環境係の窓口で直
接お申込みください。
■問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 生活環境係
　　　　　　　電話27－1111（内線143）

　②印鑑登録
　③マイナンバーカード（個人番号カード）の交付
　　※事前予約が必要です
　印鑑登録及び証明書の請求の際には本人確認が必
要です。運転免許証など官公署で発行した写真付き
の本人確認書類をお持ちください。
■問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 総合窓口係
　　　　　　　電話27－1111（内線135）

臨時福祉給付金（経済対策分）の支給について臨時福祉給付金（経済対策分）の支給について「毎月第１日曜日の月例収集（古紙･古布）の廃止」と　
「ごみに関するお問い合わせ先の変更」について　　　　
「毎月第１日曜日の月例収集（古紙･古布）の廃止」と　
「ごみに関するお問い合わせ先の変更」について　　　　

平成29年度 諏訪地域手話奉仕員養成講座 受講生募集　　　　平成29年度 諏訪地域手話奉仕員養成講座 受講生募集　　　　

　消費税率の引上げにより、低所得者に与える経済的負担の影響を緩和するとともに消費の下支えの観点から、
暫定的・臨時的な措置として臨時福祉給付金を支給します。
　今回は、消費税率の引上げ再延長に伴い、経済対策の一環として、社会全体の所得の底上げに寄与するとと
もに、所得の低い方を対象に、平成29年４月から平成31年９月までの２年半を前倒しで、臨時福祉給付金（経
済対策分）を一括支給します。

臨時福祉給付金（経済対策分）

発行できる証明書の種類 手数料

基 準 日
給 付 対 象 者 の 範 囲
税 ・ 所 得 要 件

給 付 額
申 請 ス ケ ジ ュ ー ル

平成28年度分の住民税が課税されていない方（但し、住民税が課税されて
いる人の扶養親族等である場合や生活保護制度の被保護者となっている場
合は対象外です。）

給付金詐欺にご注意を！
給付を装った「振り込め詐欺」や「個人情報の詐欺」にご注意ください。

■問い合わせ　下諏訪町 健康福祉課 福祉係 電話27－1111（内線121･122）

戸籍謄本・抄本
（全部・個人事項証明書）
除籍謄本・抄本
改製原戸籍謄本・抄本
住民票の写し
身分証明書
印鑑登録証明書
所得証明書
納税証明書（個人）
※発行日直近の金曜日までに納税が確認
　できない場合は発行できません。

450円/１通

750円/１通

300円/１通
300円/１通
300円/１通
300円/１通

300円/１通

平成28年１月１日
基準日において下諏訪町の住民基本台帳に記録されている人

○申請受付は、平成29年３月24日（金）から開始します。
○申請受付後、審査が終了したものから、随時支給します。

１人につき　15,000円
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「毎月第１日曜日の月例収集（古紙･古布）の廃止」と　
「ごみに関するお問い合わせ先の変更」について　　　　
「毎月第１日曜日の月例収集（古紙･古布）の廃止」と　
「ごみに関するお問い合わせ先の変更」について　　　　

平成29年度 諏訪地域手話奉仕員養成講座 受講生募集　　　　平成29年度 諏訪地域手話奉仕員養成講座 受講生募集　　　　
　手話奉仕員養成講座は手話で伝えあう楽しさを知り、地域のろう者と手話で日常会話ができるようになるこ
とを目標とする講座です。この講座は諏訪地域6市町村の委託を受けた岡谷市社会福祉協議会が実施します。
◇定　　　員　20名（応募者多数の場合は抽選となります）
◇会　　　場　おかや総合福祉センター（諏訪湖ハイツ）202研修室
◇受講対象者　原則、次の３つの要件を満たす方
　　　　　　　　①諏訪地域６市町村にお住まいの方
　　　　　　　　②手話の学習経験のない方、または、手話サークル在籍２年未満の方
　　　　　　　　③全日程（41回）出席できる見込みの方
◇受　講　料　3,240円（テキスト代）
◇申込み期間　平成29年４月３日（月）午前８時30分～４月14日（金）午後５時
◇日　　　程

　これまで各区衛生自治会が取り組んできました、古紙・古布の月例収集は、平成29年３月５日（日）の収
集を最後に終了しました。
　今後の古紙･古布の出し方は、次のとおりとなりますので、ご協力をお願いします。

　平成29年４月１日から町清掃センターは、民間事業者が管理を行う予定です。４月以降のごみに関するお問
い合わせ等は、住民環境課 生活環境係へお願いします。

※『駅東リサイクルステーション』、『星が丘 古紙古布リサイクルステーション』及び『図書館横』には、それぞれ
専用の回収ボックスが設置してあります。　24時間365日いつでも持込みが出来ますので、ご利用ください。

古紙古布の出し方 持込み先/場所 古紙 古布
毎月第２週の資源物収集（お近くの地区収集場所）
駅東リサイクルステーション
星が丘 古紙古布リサイクルステーション
図書館横古布収集ボックス

○
○
○
×

×
○
○
○

■問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 生活環境係　電話27－1111（内線142）

【入門課程】　時間　午前10時～12時 【基礎課程】　時間　午前10時～12時
回
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

５月 ８日（月）
５月15日（月）
５月22日（月）
５月29日（月）
６月 ５日（月）
６月12日（月）
６月19日（月）
６月25日（日）
６月26日（月）
７月 ３日（月）

７月10日（月）
７月24日（月）
７月31日（月）
８月 ７日（月）
８月21日（月）
８月28日（月）
９月 ４日（月）
９月11日（月）

回
11
12
13
14
15
16
17
18

期　日 期　日 回
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

９月25日（月）
10月 ２日（月）
10月16日（月）
10月23日（月）
10月30日（月）
11月 ６日（月）
11月13日（月）
11月20日（月）
11月27日（月）
12月 ４日（月）

12月11日（月）
12月18日（月）
12月25日（月）
１月15日（月）
１月22日（月）
１月29日（月）
２月 ５日（月）
２月19日（月）
２月26日（月）
３月 ５日（月）

回
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

回
21
22
23

期　日 期　日
３月12日（月）
３月19日（月）
３月26日（月）

期　日

＊会場・日程は、都合により変更することがあります。
◇そ　の　他　出席率80％以上の方に修了証書を授与
■申込み・問い合わせ　岡谷市社会福祉協議会（おかや総合福祉センター　諏訪湖ハイツ内）
　　　　　　　　　　　電話24－2121　 FAX 24－3555
　　　　　　　　　　　（電話での受付は、月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時15分）　
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赤砂崎公園の位置

赤砂崎公園グラウンドの赤砂崎公園グラウンドの
利用申込みが始まります利用申込みが始まります

◇受付日時　　平成29年４月４日（火）午前９時～午前10時30分
　　　　　　　　※ 受付は先着順とさせていただきます。（電話での受付はいたしません）
　　　　　　　　※ 受付はいずみ湖公園施設利用受付と一緒に行います。
◇受付会場　　下諏訪総合文化センター2階 講習室
◇上記以降の利用申込み方法
・平成29年４月５日（水）から建設水道課 都市整備係窓口及びインターネットで受け付けます。
　(インターネットでの予約は多目的グラウンドのみの受付、また仮予約となります。７日以内に担当係で
本予約の手続きをしてください。)

　・受付時間は土・日・祝日を除き、毎日午前８時30分～午後５時15分までです。（電話での受付不可）
※インターネットでの仮予約は24時間受付可能ですが、予約可能期間は利用する日の７日前までです。
それ以降の予約はインターネットでは受け付けていませんので、直接担当係へ申込みをお願いします。

防災ヘリポート広場・多目的広場・多目的グラウンド
赤砂崎公園でスポーツ・レクリエーション・イベントを楽しみませんか？

施 設 名

防災ヘリポート広場

多目的広場

通年
午前５時～午後７時

通年
午前５時～午後７時

※今年度のみ４月17日から利用開始
多目的グラウンド

利用期間及び時間 使 用 料
営利、営業を
目的としない場合
営利、営業を
目的とする場合
営利、営業を
目的としない場合
営利、営業を
目的とする場合
営利、営業を
目的としない場合
営利、営業を
目的とする場合

１時間につき 　 500円

１日につき　45,000円

１時間につき 　 500円

１日につき　30,000円

当係までお問い合わせください。

当係までお問い合わせください。

※各施設の状況や緊急時及び災害等で予約があっても使えない場合がございますのでご了承ください。

■問い合わせ　下諏訪町 建設水道課 都市整備係 電話27－1111（内線245）
　　　　　　　管理棟　電話78－9988

あかすなさき
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平成29
年度

（仮称）都市計画道路　諏訪バイパスに関する
「環境影響評価方法書」の公表と住民説明会の開催について

（仮称）都市計画道路　諏訪バイパスに関する
「環境影響評価方法書」の公表と住民説明会の開催について

犬の登録と狂犬病予防注射を行います犬の登録と狂犬病予防注射を行います

　（仮称）都市計画道路 諏訪バイパス［一般国道20号（長野県諏訪市～下諏訪町間）］の「環境影響評価方
法書」が、長野県により環境影響評価法に基づいて作成されます。この方法書について、環境の保全の見地か
らご意見をいただくため、以下により公表（縦覧）し、住民説明会を開催します。

　毎年４月から６月は狂犬病予防注射の実施期間です。狂犬病は、発病すると治療法がなく、ほぼ100％死に
至るたいへん恐ろしい人獣共通感染症です。全世界では毎年５万人以上が亡くなっています。
　狂犬病から愛犬と大切な人を守るため、この機会を利用して必ず接種するようにしてください。

※上記の他、諏訪市でも説明会を開催します。いずれの会場にも出席可能です。
　詳しくは、上記ホームページをご覧ください。

　◇縦覧場所及び意見書の提出先
　　・長野県諏訪建設事務所整備課
　　　　〒392－8601　長野県諏訪市上川1丁目1644番10号　電話57－2936
　　・下諏訪町建設水道課
　　　　〒393－8501　長野県諏訪郡下諏訪町4613番地8　電話27－1111
　　 ※上記の他に縦覧及び意見書の提出を受け付けています。詳しくは下記ホームページをご覧ください。
　◇縦覧期間　
　　平成29年４月27日（木）～平成29年５月31日（水）　午前８時30分～午後５時15分
　　（土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律第3条に規定する休日を除く）
　◇インターネットによる公表
　　長野県諏訪建設事務所ホームページ（http://www.pref.nagano.lg.jp/suwaken/）
　◇住民説明会

開 催 日 時　　間 場　　所
平成29年５月11日（木）
平成29年５月12日（金）

午後７時～
　　　午後９時

町庁舎４階　講堂

■問い合わせ　下諏訪町 建設水道課 関連調整係 電話27－1111（内線246）

実　施　日 会　　場　　及　　び　　時　　間

４月21日（金）

４月22日（土）

５月27日（土）

第８区公民館
9：00～ 9：10

文化センター噴水広場
11：10～11：50

文化センター噴水広場
9：00～９：40

四 王 公 会 所
11：30～12：00

四 王 公 会 所
9：50～10：20

東山田公民館
9：20～ 9：35

町屋敷公会所
10：25～10：35

萩倉地区公民館
10：45～10：55

星が丘公会所
9：45～９：55

春 宮 駐 車 場
9：00～９：40

春 宮 駐 車 場
11：05～11：45

協　和　館
9：50～10：00

秋宮参拝者駐車場
10：10～10：30

富部地区公民館
10：40～10：55

富部地区公民館
10：30～10：50

高 木 公 民 館
11：05～11：20

長 坂 公 会 所
10：05～10：15

◎手 数 料：１頭につき3,500円（注射料金2,950円＋狂犬病予防注射「済票」交付手数料550円）
　　　　　　※新規登録も受け付けます。上記と別に登録手数料3,000円が必要です。
◎注意事項：会場へは、犬をしっかりコントロールできる方が連れてきてください。
　　　　　　会場では犬の診察はできません。健康に不安がある場合は直接動物病院等へご相談ください。
　　　　　　■問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 生活環境係　 電話27－1111（内線142）
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第66回“社会を明るくする運動”作文コンテスト受賞者のご紹介第66回“社会を明るくする運動”作文コンテスト受賞者のご紹介

「謎の国、諏訪の国」「謎の国、諏訪の国」

　第66回“社会を明るくする運動”長野県作文コンテストに、今年度も町内の小中学校から354点の多くの
応募をいただき、20作品が町のコンテストで入選しました。さらにその中から８作品が長野県作文コンテス
トに推薦され、南小５年の髙山咲季さんが審査会委員長特別賞を受賞、社中１年の小河原若奈さんが入選しま
した。

　１月23日（月）吉本興業 東京本部に於いて、諏訪エリア観光
ブランド「諏訪の国」の平成29年度観光キャンペーン発表会が
おこなわれ、平成27年から諏訪エリアの観光特使を務めるオリ
エンタルラジオの藤森慎吾さんも登場し、新しい諏訪エリアのキ
ャンペーンをお披露目しました。
　今回、藤森さんは『謎の国、諏訪の国』を語る「ストーリーテ
ラー（語り部）」に扮し、諏訪にある「謎」を解き明かしていく
というコンセプトで諏訪エリアの神秘性や地域性を発信していきます。
　藤森さんが紹介する「謎」の中には、「御射鹿池（みしゃかいけ）」や「縄文のビーナス」、「岡谷シルク」な
どのコンテンツが盛り込まれており、観光資源の豊かな諏訪エリアを「諏訪の国」という観光地域ブランドの
もと、一貫性をもって発信していく狙いがあります。
　現在、YouTube等で公開中の「諏訪の国（suwanokuni.jp)」のPR映像と併せて地域内でのブランド活用
や気運の醸成を図りながら、地域一体となった観光キャンペーンを展開していく予定です。
　藤森さんが紹介する「謎の国、諏訪の国」は諏訪地方観光連盟の「諏訪観光ナビ（suwa-tourism.jp）」に
て現在公開中です。

　町では、１月27日に表彰式が行われ、町長から受賞者へ賞状が授
与されました。
　また、長野県作文コンテストに推薦された方には、作品を朗読し
ていただき、あいさつや気づかい、家族のことなど、様々な視点で
「社会を明るくする」にはどうすればよいか、みなさんが真剣に考
えていることが強く伝わり、朗読の後はひとりひとりに大きな拍手が贈られていました。

◎長野県作文コンテスト
【審査会委員長特別賞】
　髙 山　咲 季　南小５年
【県入選】
　小河原 若 奈　社中１年

◎下諏訪町作文コンテスト
【下諏訪地区更生保護女性会長賞】
　宮 坂 なつみ　南小６年
　小 口 あやね　社中２年
【長野県推薦作品】
　野 田　陽 月　南小６年
　宮 坂　那 奈　北小６年 
　通 﨑　夏 帆　下中１年
　吉 池　咲 里　下中２年 

たかやま さ　き

おがわら わかな

みやさか

おぐち

のだ ひより

みやさか なな

つうざき なつほ

よしいけ ひかり

【町入選】
山 岸　亮 晴　北小４年
島 田　怜 央　南小５年
雨 宮　綾 南　南小６年
井 上　綾 香　南小６年
中 村　悠 月　南小６年
小 口　祥 伍　南小６年
矢 沢　真 琴　下中１年
西 村　笑 和　下中１年
山 田 なずな　下中２年
笠 原　寧 々　下中２年
増 沢　加 那　社中２年
山 岸　滉 明　社中２年

やまぎし りょうせい

しまだ れお

あめみや あやな

いのうえ あやか

なかむら ゆづき

おぐち しょうご

やざわ まこと

にしむら

やまだ

かさはら ねね

ますざわ かな

やまぎし こうめい

えな

■問い合わせ 下諏訪町 住民環境課 生活環境係 電話27－1111（内線143）

■問い合わせ　諏訪地方観光連盟　電話52－4141

小学生のみなさん

中学生のみなさん

で諏訪エリアの観光をPR!!
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しもすわフォトストーリー まちの話題を写真でご紹介します。

小正月の伝統行事

町の英語教育を視察
イタリアから視察団

寒さに負けず元気いっぱい駆け回る
秋宮スケートリンクで氷上祭

かわいいまゆだまづくり

多くのみなさまのご利用ありがとうございます
ゆたん歩 入゚館者10万人達成1/5

㈭
　ゆたん歩 ぱ、平成26年４月26日のオープン以来、
845日目で入館者10万人を達成し、10万人目の方と
その前後の方、計３名の方に町長より記念品が贈呈さ
れました。
　贈呈式には当日来館されていた多くの方も駆けつけ
３名の方を祝福していました。
　今後も多くのみなさまのご来館をお待ちしておりま
す。

　町が導入している英語の教授法「レシピ方式（ＰＬ
Ｓシステム®）」を同じく導入するにあたり、イタリ
アリモーネ市から視察団が訪れ、町内の学校、保育園
などの授業を参観しました。
　視察団の方々は、外国人講師が出すカードや問いか
けに、児童たちが素早く英語で回答する様子などを熱
心に視察していました。
※レシピ方式（PLSシステム®）･･･教科書を使わずカード
などの教材を使い、種類豊富な活動を組み合わせ、繰り返
しテンポ良くスピーディーに英語だけで授業を行う方式。

　天気にも恵まれ、約200人の大勢の方が秋宮リン
クで行われた氷上祭に集まりました。氷上祭では、そ
り引きゲームや氷上ボーリング、障害物競走などで参
加者が楽しんでいました。
　最後には希望者が昔ながらの下駄スケートを体験し、
ほとんどの子が立つこともままならず苦戦している様
子でした。

　町子育てふれあいセンターぽけっとで小正月の伝統
行事「まゆだまづくり」が開催され、９組の親子が体
験しました。
　ボランティアのぽけったーさんと町職員が用意した、
赤・緑・黄に色づけした生地を親子で思い思いの形に
形成、柳の枝に刺し、今年一年の無病息災などを願い
ました。

1/13
㈮

1/29
㈰

1/16
㈪
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生
涯
学
習

生
涯
学
習
No.515

か
お
り
高
い

      

文
化
の
ま
ち

発行　下諏訪町教育委員会

編 集　生涯学習
　　　　　編集委員会

４月、新たな気持ちで４月、新たな気持ちで

教
育
長　
　

松
﨑
　
泉

地
域
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
に
学
ぶ

　

毎
朝
、
小
学
校
へ
登
校
す
る
子
ど

も
た
ち
と
す
れ
違
う
と
き
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
て
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
に
一
日
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
参
観
日
な

ど
の
折
に
は
、
廊
下
で
す
れ
違
う
小

中
学
生
か
ら
元
気
な
「
こ
ん
に
ち

は
」
の
声
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
中
に
挨
拶
の
輪
が
広
が
り
、
定
着

し
て
き
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

先
日
、
「
下
諏
訪
散
策
が
一
層
思

い
出
深
く
な
っ
た
こ
と
」
と
題
し
、

都
会
の
観
光
客
の
方
か
ら
の
メ
ー
ル

が
届
き
ま
し
た
。
内
容
の
一
部
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
の
で
メ
ー
ル

い
た
し
ま
す
。
信
州
に
は
結
構
足
を

運
ん
で
い
ま
す
が
、
下
諏
訪
は
い
つ

も
通
り
過
ぎ
る
ば
か
り
。…

今
回
は

思
い
切
っ
て
寄
っ
て
み
ま
し
た
。
諏

訪
大
社
秋
宮
を
参
拝
し
、
儀
象
堂
、

岩
波
本
陣
、…

レ
ト
ロ
な
街
並
み
を

散
策
。
あ
ち
こ
ち
湧
き
出
て
い
る
温

泉
が
、
冷
た
く
な
っ
た
手
を
ほ
ど
よ

く
温
め
て
く
れ
ま
す
。

　

「
万
治
の
石
仏
は
欠
か
せ
な
い
」

と
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
出
し
た
途
中
、
結

構
急
な
石
段
を
登
り
始
め
た
と
き
で

し
た
。
上
か
ら
小
学
校
一
・
二
年
生

で
し
ょ
う
か
。
女
の
子
が
降
り
て
き

ま
す
。
と
、
す
れ
違
う
直
前
、
頭
を

下
げ
て
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
の
声
。

び
っ
く
り
し
た
私
は
「
こ
、
こ
ん
に

ち
は
」
と
少
し
ぎ
こ
ち
な
く
挨
拶
を

返
し
ま
し
た
。

　

都
会
で
は
知
ら
な
い
人
に
は
声
を

か
け
な
い
の
が
も
は
や
常
識
で
、
そ

れ
も
い
ろ
い
ろ
な
事
件
が
起
き
て
い

る
現
状
を
み
れ
ば
致
し
方
な
い
よ
う

に
思
え
ま
す
。
が
、
思
い
が
け
ず
挨

拶
さ
れ
た
私
は
何
か
温
か
い
も
の
が

こ
み
上
げ
て
き
て
、
そ
の
後
の
散
策

が
一
層
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
本
当
な
ん
で
す
よ
ね
。
挨

拶
が
た
め
ら
わ
れ
る
よ
う
な
社
会
が

普
通
で
は
な
い
こ
と
を
、
下
諏
訪
の

お
子
さ
ん
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

あ
り
が
と
う
。
い
い
街
で
す
ね
、

下
諏
訪
。
ま
た
伺
い
ま
す
。

（
Ｎ
・
Ｔ
様
）

　　

昨
年
は
、
御
柱
祭
を
通
し
、
木
遣

り
や
長
持
ち
、
花
笠
踊
り
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
活
躍
の
場
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
区
の
諸
行

事
の
中
で
、
各
中
学
校
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
中
で…

、
子
ど

も
の
参
画
に
つ
い
て
、
企
画
か
ら
運

営
ま
で
任
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
よ
う
と
、

様
々
な
工
夫
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

老
若
男
女
問
わ
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
皆
で
認
め

合
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
、
い
じ
め
や
差
別
等
の

根
絶
に
向
け
、
未
来
の
下
諏
訪
町
づ

く
り
・
人
づ
く
り
に
発
展
し
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
す
。

   

仕
事
始
め
式
で
は
青
木
町
長
か
ら

「
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
更
に
素
晴

ら
し
い
町
に
し
て
い
き
た
い
。
今
年

の
文
字
は
『
発
』
と
し
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
発
信
し
、
発
展
さ
せ
て
い

く
一
年
に
し
た
い
」
と
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
子
ど
も
の
育
ち
・
子
ど
も

か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
機
会
あ
る
ご
と

に
発
信
し
、
子
ど
も
の
主
体
的
な
取

り
組
み
が
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に

よ
り
、
更
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
心

よ
り
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
入
園
、
ご
入
学
、
ご
進
学
、
ご

就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
素
敵
な
一
年
に
し
ま
し
ょ
う
。
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４月、新たな気持ちで４月、新たな気持ちで

西
豊
　
　
三
澤
　
百
合
香

学
び
続
け
る
教
員
に

　

こ
の
春
、
大
学
生
と
い
う
や
り
た

い
こ
と
を
や
り
続
け
た
フ
ィ
ー
ル
ド

を
卒
業
し
、
私
は
い
よ
い
よ
社
会
人

と
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ん
だ
下
諏
訪
町
を
離
れ
、
一
人
暮

ら
し
を
し
て
い
た
生
活
も
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

四
年
間
の
東
京
で
の
暮
ら
し
は
と
て

も
有
意
義
な
も
の
で
、
充
実
し
て
い

る
毎
日
で
し
た
。
大
学
入
学
当
初
は
、

自
分
の
将
来
へ
の
考
え
の
甘
さ
が
志

の
高
い
友
達
の
中
で
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
お
り
、
不
安
や
焦
り
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

中
学
生
の
頃
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
カ

ン
ボ
ジ
ア
へ
行
っ
た
こ
と
が
私
を
変

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
中
学
生
の
頃
、
「
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
行
き
た
い
」
と
い
う
夢
を
持

ち
ま
し
た
。
当
時
テ
レ
ビ
で
見
た
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
現
状
が
衝
撃
的
で
、

「
か
わ
い
そ
う
」
と
思
う
一
方
で

「
自
分
の
目
で
見
て
み
た
い
」
と
い

う
思
い
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
の
夢
は
、
大
学
の
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
叶
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
同
じ
志
を
持
つ

仲
間
と
の
二
度
に
わ
た
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
行
き
は
、
と
て
も
楽
し
く
、
刺
激

的
な
体
験
で
し
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
学
校
へ
行
く
こ

と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
今
も

い
ま
す
。
そ
の
子
た
ち
の
た
め
に
仲

間
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
音

楽
や
体
育
、
日
本
語
の
授
業
を
実
際

に
行
い
ま
し
た
。
厳
し
い
環
境
の
中

に
い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
勉
強

を
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
に
溢
れ
、
き

ら
き
ら
し
た
笑
顔
や
無
邪
気
な
姿
は

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
は
、

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
教
え

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
り
、
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
国
境

を
越
え
た
経
験
が
教
員
に
な
り
た
い

と
強
く
願
う
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

　

私
は
自
分
を
育
て
て
く

れ
た
長
野
県
で
教
員
を
し

ま
す
。
私
が
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
び
、
経
験
し
た

こ
の
地
で
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い

き
ま
す
。
教
員
に
な
り
た

い
と
い
う
夢
を
叶
え
た
今

は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。
大

学
で
行
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
教
育
実
習
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
は
ど
れ
も

勉
強
に
な
り
、
大
学
生
活

を
よ
り
豊
か
に
、
そ
し
て

自
分
自
身
が
成
長
で
き
る

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
が
あ
っ
て
今
の

私
が
い
ま
す
が
、
教
員
に
な
っ
て
も

常
に
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
学
び
、
子
ど
も
た

ち
と
共
に
成
長
す
る
。
そ
ん
な
「
学

び
続
け
る
教
員
」
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
見
た
子
ど
も
た
ち
の
き
ら
き
ら

し
た
笑
顔
を
目
指
し
、
日
々
子
ど
も

と
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

か
な

あ
ふ
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下
諏
訪
北
小
学
校
　
　
小
松
　
洋
輝

中
学
生
に
な
っ
た
ら

下
諏
訪
南
小
学
校
　
　
飯
塚
　
千
結
季

中
学
で
実
行
し
た
い
こ
と

　

ぼ
く
は
、
中
学
校
に
入
学
し
て
が
ん
ば
り
た
い
事
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
勉
強
で
す
。
中
学
生
に
な
る
と
、
英
語
の
授
業
が
増
え
ま
す
。

小
学
校
と
は
ち
が
い
「
聞
く
」
の
他
に
「
書
く
」
と
い
う
事
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
一
つ
一
つ
の
単
語
を
漢
字
の
よ
う
に
覚
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
算
数
も
数
学
に
変
わ
り
、
勉
強
の
量
も
増
え
る
し
難
し
く
な
っ
て
く
る

の
で
、
一
生
け
ん
命
勉
強
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
テ
ス
ト
が
あ
る

の
で
、
で
き
る
だ
け
良
い
点
が
と
れ
る
よ
う
に
予
習
や
復
習
を
し
て
、
授
業

に
集
中
し
て
取
り
組
み
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
体
操
で
す
。
何
か
部
活
に
入
り
が
ん
ば
っ
て
み
る
の
も
い
い
で

す
が
、
ぼ
く
は
小
学
校
一
年
生
か
ら
続
け
て
き
た
体
操
を
部
活
代
わ
り
に
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
体
操
に
は
小
学
生
の
お
友
達
も
た
く
さ
ん
い
る

の
で
、
そ
の
人
た
ち
の
見
本
に
な
れ
る
よ
う
集
中
し
て
練
習
し
、
あ
る
程
度

良
い
結
果
が
残
せ
る
よ
う
諦
め
ず
に
努
力
し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

下
の
人
た
ち
の
め
ん
ど
う
も
し
っ
か
り
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
こ
と
を
ぼ
く
は
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
中
学
校
生
活

は
三
年
と
短
い
の
で
、
た
い
へ
ん
な
時
も
つ
ら
い
時
も
そ
れ
を
乗
り
こ
え
ら

れ
る
強
い
心
を
も
っ
て
、
楽
し
い
中
学
校
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

（
現
在
は
中
学
一
年
生
）

　

私
は
、
中
学
生
に
な
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
事
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
英
語
で
す
。
小
学
校
で
は
、
身
近
に
あ
る
も
の
を
英
語
で
言

っ
た
り
、
班
の
人
と
協
力
し
て
名
前
を
当
て
た
り
す
る
の
が
好
き
で
し
た
。

中
学
校
に
な
る
と
、
英
語
の
読
み
書
き
が
本
格
的
に
な
り
ま
す
。
小
学
校
で

習
っ
た
英
語
の
単
語
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
形
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
、
周

り
の
友
達
に
置
い
て
い
か
れ
な
い
よ
う
に
努
力
し
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
体
育
で
す
。
苦
手
な
教
科
の
一
つ
で
、
マ
ッ
ト
運
動
で
き
ち

ん
と
回
れ
な
い
時
や
、
水
泳
で
二
十
五
メ
ー
ト
ル
泳
げ
な
か
っ
た
時
に
は
、

途
中
で
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
し
た
。
運
動
を
好
き
に
な
れ
る
よ

う
、
体
育
か
ら
逃
げ
ず
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
三
つ
目
は
、
読
書
で
す
。
自
分
と
し
て
は
、
ま
だ
読
書
量
が
少

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
本
を
多
く
読
ん
で
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
歴
史
や
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
興

味
を
持
っ
て
読
み
、
読
解
力
を
も
っ
と
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
積
極
的
に
図
書
館
に
通
っ
た
り
、
時
間
を
作
っ
て
本
を
読
ん
だ
り
し

た
い
で
す
。

　

こ
の
三
つ
の
事
を
中
心
に
、
中
学
生
と
し
て
が
ん
ば
り
方
を
工
夫
し
て
生

活
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
現
在
は
中
学
一
年
生
）

４月、新たな気持ちで４月、新たな気持ちで

ひ
ろ
き

ち
ゆ
き
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下
諏
訪
向
陽
高
校
　
　
樋
口
　
蓮

新
生
活
に
向
け
て

下
諏
訪
向
陽
高
校
　
　
西
郷
　
の
の
か

高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て

　

高
校
生
活
を
過
ご
し
て
き
た
中
で
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
が
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
「
な
に
を
す
る
に
も
周
り
の
人
の
支
え
が
あ
り
、
周
り
の
人
が

携
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
三
年
生
の
時
、
文
化
祭
実
行
委
員
長
と
い
う
立
場
で
文
化
祭
に
関
わ

り
ま
し
た
。
活
動
を
進
め
て
い
く
中
で
私
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
何
か
を
準
備
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
私
が
計
画

し
た
こ
と
を
周
り
の
人
に
依
頼
し
作
業
を
進
め
て
も
ら
う
中
で
、
た
く
さ
ん

の
人
が
そ
の
作
業
を
担
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
生
徒
だ
け
で
な
く
先

生
方
や
地
域
の
方
々
の
協
力
も
あ
り
ま
し
た
。
文
化
祭
が
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
、
周
囲
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ
、
私
は
高
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
春
か
ら
地
元
で
就
職
し
、
社
会
人
に
な
り
ま
す
。
社
会
人
に
な
る
と
、

背
負
う
責
任
の
大
き
さ
が
学
生
と
は
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
任
さ

れ
る
仕
事
の
裏
に
は
多
く
の
人
の
努
力
が
隠
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
精
一
杯
、
取
り
組
み
た
い
で
す
。
春
か
ら
働
く
と
き
に
は
、
そ
こ
に

関
わ
っ
て
い
る
一
人
ひ
と
り
に
思
い
を
い
た
し
、
行
動
に
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
立
派
な
社
会
人
と
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生
）

　

私
が
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
早
く
も
三
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
は
先
輩
た
ち
を
見
送
っ
て
い
た
私
た
ち
で
す
が
、
今
度
は
自
分
た
ち
が

見
送
ら
れ
る
立
場
に
な
り
、
時
の
流
れ
の
速
さ
を
感
じ
ま
す
。
向
陽
高
校
で

の
学
校
生
活
は
様
々
な
経
験
を
し
、
周
り
の
友
達
や
先
生
な
ど
学
校
の
環
境

か
ら
多
く
の
刺
激
を
も
ら
い
、
自
分
自
身
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
三
年
間

だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
中
で
の
一
番
大
き
な
出
来
事
は
、
副
会
長
と
し
て
生
徒
会
の
活
動
を

頑
張
っ
て
や
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
「
学
校
の
代
表
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
行
動
を
す
る
」
と

い
う
こ
と
を
常
に
心
が
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
が
、
仲
間
と
協
力
し
て
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。
こ
の
こ
と
を
含
め
、
本
当
に
充
実
し
た
生
活
を
三
年
間

送
れ
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
春
か
ら
看
護
の
専
門
学
校
に
通
い
ま
す
。
高
校
生
活
以
上
に
大

変
な
こ
と
は
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
周
り
に
つ
い
て
行
け
る

の
か
、
私
に
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
不
安
な
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
、
新
し
い
仲
間
と
競
い
合
い
、
協
力
し
合
っ
て

自
分
を
信
じ
て
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
親
や
先
生
方
な
ど
、
周

り
の
支
え
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
患
者
さ
ん
本

位
の
看
護
師
に
な
れ
る
よ
う
、
い
つ
で
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
、
思
い
や
り
の

心
を
持
っ
て
、
夢
に
向
か
っ
て
日
々
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
平
成
二
十
八
年
度
卒
業
生
）

４月、新たな気持ちで４月、新たな気持ちで

れ
ん

た
ず
さ

た
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諏訪地域公共図書館情報ネットワーク（すわズラ～）とは？
諏訪地方の６市町村の図書館で作った利用カードでどこでも本を借りたり返したり、本を探したりで
きるシステムです。家に近い図書館に読みたい本が置いてなくても、他の図書館にあれば、すぐに取
り寄せて借りることができます。また、自宅のパソコンなどから本を
探して予約することもできます。

４月から新しくなった図書館システムの内容
○本の返却期限を延ばしたいとき、ご自分のパソコン・スマホから延
ばすことができます。（予約が入っていないもののみ、１回限り）
○複数の館で同じ本を持っている場合、その本を予約すると一番早く
帰ってきた本があなたの手元に届きます。
○他の図書館の本でも受け取った図書館で返却処理をするとその場で
返却完了になります。
○障がい者用録音図書が探しやすくなります。

スマホ画面
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便利になった図書館では、こんなこともしています。
○本のほかにもＣＤ・ＤＶＤ・ビデオなどいろいろな資料が借
　りられます。
○いろいろな行事がもりだくさん！
図書館まつり・クリスマス会・映画会・一日図書館司書・講演会・
工作会・こわーいおはなし会・おはなしのへや・おはなしのへやプ
チ　など
○町内一斉家庭読書の日
○インターネット環境も整っています
○障がい者用録音図書の貸し出し

図書館の利用はすべて無料です。（コピーサービス等一部有料サービスあり）

図書館は町民みなさんの本棚です。お気軽にご利用ください。

四
月
の
こ
え

　

諏
訪
の
四
月
は
一
気
に
春
が
来
る
。
梅
や
桜
、
ス
イ

セ
ン
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
そ
し
て
芝
桜
が
咲
く
。
四
月

の
庭
は
赤
や
ピ
ン
ク
や
白
や
黄
色
等
々
と
色
鮮
や
か
で

あ
る
。
寂
し
か
っ
た
田
畑
に
も
農
作
業
を
す
る
人
の
姿

が
多
く
な
り
、
畑
は
ネ
ギ
や
エ
ン
ド
ウ
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
作
物
の
苗
で
賑
や
か
に
な
っ
て
く
る
。

　

春
の
諏
訪
湖
も
素
晴
ら
し
い
。
一
周
十
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
の
ん
び
り
歩
く
と
、
湖
面
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
り
、

桜
を
は
じ
め
と
し
た
花
が
歩
道
の
脇
や
家
庭
の
庭
に
咲

き
、
遠
く
に
は
雪
を
頂
く
富
士
山
や
八
ヶ
岳
が
青
空
に

く
っ
き
り
と
映
え
る
。
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
心
も

身
体
も
自
然
と
屋
外
に
誘
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
四
月
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
月
で
も
あ
る
。

保
育
園
や
幼
稚
園
で
は
新
入
園
児
を
、
学
校
で
は
新
入

生
を
、
会
社
で
は
新
入
社
員
を
迎
え
る
。
そ
し
て
皆
一

年
先
輩
に
な
る
。
皆
が
い
き
い
き
と
、
会
う
人
の
顔
が

心
な
し
か
明
る
く
輝
い
て
見
え
る
。

　

新
し
い
出
発
を
す
る
皆
さ
ん
に
は
、
じ
っ
く
り
力
を

蓄
え
る
時
期
が
あ
っ
て
こ
そ
美
し
い
花
の
咲
き
誇
る
春

が
来
る
こ
と
を
信
じ
、
一
歩
一
歩
歩
ん
で
欲
し
い
と
思

う
。

　

今
年
の
四
月
も
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
感
じ
な
が
ら
諏

訪
の
春
を
満
喫
し
た
い
。

（
久
保
田
利
広
）

　

お
詫
び
と
訂
正

　

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
も
す
わ
三
月
号
十
三
ペ
ー

ジ
、
第
十
区
分
館
長
の
お
名
前
を
、
伊
藤
晃
様
と

す
べ
き
と
こ
ろ
、
編
集
の
手
違
い
で
前
年
度
の
分

館
長
の
お
名
前
を
掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
謹

ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

原　

勝  

↓  

伊
藤　

晃

日　　時：５月13日（土）　９：00～14：00
対　　象：町内在住、在勤の方
講　　師：八島湿原インタープリター
定　　員：30名
受 講 料：300円（保険料、記念品）
持 ち 物：歩きやすい靴、帽子、雨具、昼食（必要な方）
申込方法：下諏訪町公民館（下諏訪総合文化センター内での申込み）
　　　　　または電話での仮予約（土日祝日を除く）
受付開始：４月11日（火）９：00から
締め切り：５月 ２日（火）まで

※初日から電話での仮予約が可能です。定員になり次第締め切ります。
　昼食は食事処もご利用いただけます。荒天の場合は中止となります。

問合せ・申込み　下諏訪町公民館　0266－28－0002

日本の音風景100選
「シュレーゲルアオガエルの声を聞きに行こう！」

あ
ゆ
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お 知 ら せお 知 ら せ募 集 情 報募 集 情 報
｢高齢者なんでも相談室｣を開催します

　集団予防接種等の注射器連続使用により、Ｂ型肝炎ウ
イルスに感染された方（この方の相続人も含みます）に
対しては、病態に応じて給付金等が支給される場合があ
ります。
　給付金を受け取るためには、救済用件を満たしている
ことと、病態を証明するため、医療機関などから書類の
収集や、国を相手とした国家賠償請求訴訟の提起など、
手続きが必要です。
　厚生労働省ホームページで、給付金の対象となる方や、
受け取るための手続きに関する資料を掲載しています。
詳しくは「Ｂ型肝炎訴訟」と検索してください。
■問い合わせ
　厚生労働省　電話相談窓口03－3595－2252
　（平日午前９時～午後５時）

　日頃困っていることや、町から送られる書類の書き方
などをどの係に相談して良いのかわからない方、また、な
かなか役場まで出向くことが難しい高齢者の方を対象に
「高齢者なんでも相談室」を開催します。
　毎月２回、公会所などを会場に、高齢者係及び生活相
談担当職員が出向き相談を伺います。後日担当者から回
答の連絡を入れたり、必要な場合は適切な専門機関等を
ご紹介します。
　どんな些細なことでも結構ですので、安心してお出か
け、ご相談ください。
　日時や開催場所等詳細につきましては、班回覧及びク
ローズアップしもすわ「くらしの情報」でお知らせします。
■問い合わせ　下諏訪町 健康福祉課 高齢者係
　　　　　　　電話27－1111（内線126・127）
　　　　　　　下諏訪町 住民環境課 生活環境係
　　　　　　　電話27－1111（内線143）

健康・カラダくらぶ受講者募集
　保健センターでは、健康な身体づくりへの関心を高め
てもらうために、学習と運動をセットにした「健康・カ
ラダくらぶ」を開講します。月に１回、健康的な食べ方
について学び、心身のコリをリセットする機会としてご
活用ください！
◇日　程　全12回
　４月11日（火）、５月16日（火）、６月13日（火）
　７月10日（月）、８月８日（火）、９月５日（火）
　10月10日（火）、11月14日（火）、12月５日（火）
　１月16日（火）、２月16日（金）、３月13日（火）
◇時　間　午後１時30分～午後３時
◇場　所　下諏訪町保健センター
◇内　容　・みんなでアイスブレイク（10分）
　　　　　・栄養と食事の学習タイム（20分）
　　　　　・カラダを使ってリフレッシュ（１時間）
◇対象者　町内在住の70歳までの成人
◇参加費　無料
◇定　員　20人（定員になり次第締切ります）
◇持ち物　筆記用具、眼鏡等
　　　　　タオル、水分補給できるもの
　　　　　動きやすい服装
■申込み・問い合わせ
　下諏訪町保健センター　電話27－8384（直通）

ノルディックウォーキング「体験会」・「5月コース」参加者募集
　「やってみたかったけれど機会がなかった」「とにか
く一度体験してみたい」そんな方に1日限りの体験会を
開催します。初めてでも気軽に体験できるプログラムで
す！
【体験会】　
　◇日　時　平成29年４月21日（金）13時30分開始
　◇場　所　赤砂崎公園　諏訪湖畔
【定期講座5月コース】月曜日全４回
☆こちらは４回シリーズでしっかり実践１ヶ月☆
　◇日　時　平成29年５月８日、15日、22日、29日 
　　　　　　13時30分開始
　◇場　所　赤砂崎公園　コース設定あり
☆申込み　平成29年３月27日（月）から受付開始☆
体験会・5月コースどちらも事前申込みが必要です。
■申込み・問い合わせ
　下諏訪町保健センター　電話27－8384（直通）

平成29年度自衛隊一般幹部候補生募集
　陸上・海上・航空自衛隊の幹部自衛官となるコースで
す。詳しくは、下記までお問い合わせください。

■問い合わせ
　自衛隊長野地方協力本部 茅野（諏訪）地域事務所
　電話82－6785

昭和23年～63年の間、満7歳になるまでに
予防接種を受けたことがある方へ

　企業担当者と出会う最高のチャンス到来です！
　平成30年３月に専門・短大・大学・大学院等卒業予定
者（既卒３年未満含む）及び保護者の方を対象とした、
諏訪地域最多の参加企業数を数える合同就職説明会（平
成30年４月企業採用向け）を次のとおり行います。
　服装は自由ですので、お気軽にご参加ください。
◇日　時　平成29年５月１日（月）
　　　　　午後１時30分～午後４時30分
　　　　　（受付午後１時～）
◇会　場　マリオローヤル会館
　　　　　（茅野市ＪＲ中央東線茅野駅前ベルビア３階）
◇対象者　平成30年３月卒業予定者
　　　　　第２新卒者（既卒３年未満）
◇参加費　無料
（自由参加のため、事前予約や登録は不要です。）
※参加予定企業など詳細については、長野県諏訪地域就
職企業ガイド（http://www.work-suwa.jp/）でご確認
ください。
■問い合わせ
　諏訪地域労務対策協議会（諏訪商工会議所内）
　電話52－2155

長野県で働こう！　　　　　　　　　　　　
諏訪地域合同就職説明会2018開催

受付期間

受験資格

試 験 日

平成29年３月１日（水）～５月５日（金）
大卒程度試験
・22歳以上26歳未満
・20歳以上22歳未満の者は大卒（見込含）
院卒者試験
・修士課程修了等（見込含）
・20歳以上28歳未満
平成29年５月13日（土）・14日（日）
※14日は飛行要員のみ
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４月の休日当番医院・歯科医院・薬局

第１期（４月 ５月講座）全コース事前に申込みが必要です。
①アクアツール・エクササイズ
　　日にち：４月５日、12日、19日、26日
　　　　　　５月10日、17日、24日　水曜日　全７回
　　時　間：14：00～15：00
②ゆたん歩ﾟ健康学級（午前）③らくらく・水中歩行教室（午後）
　　日にち：４月６日、13日、20日、27日
　　　　　　５月11日、18日、25日　木曜日　全７回
　　時　間：②10：00～11：30 ③14：00～15：00

※休日・夜間緊急医療案内　
　下諏訪消防署　☎28－0119

歯科当番医（診療時間9：00～正午） 当番薬局

2日
9日
16日
23日
29日
30日

日
日
日
日
土
日

急病当番医（診療時間9：00～17：00）日 曜日

さとう眼科医院
山崎医院（岡谷市）
野村ウィメンズクリニック（岡谷市）
林眼科医院（岡谷市）
川岸医院（岡谷市）
諏訪共立病院

27－0085
22－3287
24－1103
28－6596
22－2562
28－2012

三輪歯科医院
下島歯科医院（岡谷市）
山岡歯科医院（岡谷市）
山田歯科医院（岡谷市）
ララ歯科医院（岡谷市）
南信堂歯科医院（岡谷市）

27－3084
28－0333
22－2472
22－2131
21－1555
22－3341

イズミ薬局
山一小口薬局（岡谷市）
ウエルシア薬局（岡谷市）
御子柴薬局（岡谷市）
川岸薬局（岡谷市）
ひまわり薬局

28－6566
23－2206
26－2510
27－7056
24－3103
26－7226

休日当番医等は、変更になることがありますのでご承知ください。 ※事前に電話で確認の上受診してください。
※歯科診療は「保険証・老人手帳」を必ずお持ちください。午前中のみの診療となります。

４月の湖岸清掃：４月16日（日）AM７：00 博物館駐車場 集合・開始 清掃範囲：みずべ公園から諏訪
　　　　　　　　市境。中止の場合はAM6：15に広報無線と町メール配信でお知らせします。

４月の行事予定

子育てふれあいセンターぽけっと

 ４日（火）ファーストブック
10日（月）うたのぽけっと
14日（金）ママ講座
17日（月）おはなしいっぱい
19日（水）0歳児ママ講座
27日（木）つくるよぺたぺた

■問い合わせ　下諏訪町子育てふれあいセンター  ぽけっと
　　　　　　　電話・FAX：27－5244
　　　　　　　※詳しくは町のホームページをご覧ください。

「ゆたん歩°」
高浜健康温泉センター

■問い合わせ　ゆたん歩゜電話26－2626　
※教室の参加方法等、詳しくは町のホームページまたはお電話ください。

♨ゆたん歩 の゚日　健康相談♨（４月24日）
９：30～12：00
♨ゆたん歩 の゚日　健康ミニ講座♨（４月24日）
10：00～11：00

※入館者は当日ご自由に参加していただけます。

４月単発講座
　●第2弾！楽しいマレットゴルフ（定員16名）
　　日時：４月17日（月）10：00～12：00

◇４月のゆたん歩 の゚日は24日㈪です◇
保健師による体組成測定と個別相談

健康運動指導士による簡単エクササイズ

〈日時・場所〉
【開講式】平成29年５月14日（日）13：30～15：30 
　　　　諏訪合同庁舎講堂
【実　技】平成29年５月21・28日
　　　　　　　　 ６月４・11・18・25日
　　　　いずれも日曜日 13：30～15：30 
　　　　諏訪合同庁舎駐車場
※開講式には犬を同伴しないでください。

〈参加費用〉　
　参加費2,000円・テキスト代500円
　愛護会年会費1,000円（会員は不要）
〈募集と申込み〉  
　平成29年５月２日（火）までにハガキか電話で申込
みをお願いします。
○ハガキ　〒392－8601 諏訪市上川1－1644－10

諏訪保健福祉事務所内 
愛護会諏訪支部事務局宛

※裏面に住所・氏名・電話・犬種・犬の年齢・犬の性別・特徴
（引っ張る、吠える、咬む、臆病、トイレができない等）など
を記載
○電話による申込みまたは問い合わせ
　長野県動物愛護会諏訪支部しつけ部会
　電話　23－5998（内田様）

平成２９年度 春の「家庭犬しつけ方教室」
募集のお知らせ

平成２９年度 春の「家庭犬しつけ方教室」
募集のお知らせ

下諏訪町空き家情報バンク登録状況下諏訪町空き家情報バンク登録状況
〈平成29年２月28日現在〉

■問い合わせ　下諏訪町 産業振興課 移住定住促進室
　　　　　　　電話 27－1111（内線274）
　　　　　　　E-mail iju@town.shimosuwa.lg.jp

 № 所在地    賃貸等　　　　　　条件等

  71 東山田 賃貸 木造２階建 月4万8千円

  78 湯田町 売却 木造２階建 応相談

  83 菅野町 賃貸 木造２階建 月6万円

  84 東高木 売却 木造平屋建・２階建　3,465万円

  88 立　町 賃貸 木造２階建 月5万6千5百円

  95 新町上 賃貸/売却 木造２階建 応相談

 104 下屋敷 売却 木造２階建 応相談

105 立　町 売却 木造２階建 応相談

110 西鷹野町 売却 木造平屋建 550万円

※情報は町ホームページでもご覧いただけます。
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４ 月　休日水道工事店４ 月　休日水道工事店 消防団員募集消防団員募集

◆休 館 日　４月３日（月）・10日（月）・17日（月）・24日（月）
◆開館時間　午前９時30分～午後７時（火～金）
　　　　　　午前９時30分～午後６時（土日祝）

◆休 館 日　４月３日（月）・10日（月）・17日（月）・24日（月）
◆料　　金　一般　350円　小・中学生　170円
　※諏訪郡内に在学または在住の「小学生・中学生・高校生」は、入館無
　　料となります。その他、障がい者等の入館料免除や各種割引きがあ
　　ります。
◆開館時間　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

カルチャーカルチャー

日 曜 指 定 工 事 業 者 住　　所 電　　話

1

2

8

9

15

16

22

23

29

30

土

日

土

日

土

日

土

日

土

日

※都合により工事店が変更される場合があります。　
■問い合わせ　下諏訪町 建設水道課 上水道管理係 電話27－1111（内線228）

２８－８２９５

２８－０９１９

２３－５３３０

２７－８３９９

２８－８１３９

２７－０５７５

２８－６４６２

２６－８８６６

５８－１３３６

２７－６６２２

㈱ 総 　 　 建

松 澤 工 業 ㈱

㈱ 上 條 電 設 工 業

㈱ 親 水 工 業

水 道 建 設 ㈱

杉 村 設 備 ㈱

㈲ 諏 訪 冷 熱

ス ワ ン シ ス テ ム ㈲

㈲ 林 組 工 業 所

㈱ オ ス ガ 設 備

五 官

曙 町

社 東 町 第 ２

東 山 田 第 ２

町 屋 敷 ３ 組

塚 田 町

西 赤 砂

東 弥 生 町

諏 訪 市 大 手

岡谷市長地権現町

　下諏訪町消防団では町内に居住する者及び、
町内への通勤者も入団可能となりました。
　消防団員は住民の生命や財産を守るため、火
災や大規模災害発生時に自宅や職場から駆けつ
け、消火活動・救助活動を行います。18歳以上
の方なら男女問わず入団でき、会社員、自営業
者、公務員など様々な方が集まり活動していま
す。入団希望の方は下記までお問い合わせくだ
さい。

下諏訪町消防団入団資格が拡大されました。

■問い合わせ　下諏訪消防署 電話28－0119

◎あなたの撮った「冬の諏訪湖」写真募集

◎４月１日から新システム稼働◎

☆三角八丁限定価格！クロック組立体験☆☆三角八丁限定価格！クロック組立体験☆

ぶらり しもすわ　三角八丁！其の二十六
桜さくさく三角八丁～歩いて見つけて町めぐり～

４月22日（土）午前９時～午後５時
！！入館料無料！！

特別料金1,800円（装飾代込）
　【通常料金2,484円(装飾代込)】

＊開館時間：午前９時～午後５時
＊正面入り口横：足湯　1階：売店・休憩コーナーはご自由
　にご利用いただけます。

◇期間　平成29年４月15日（土）～５月28日（日）
◇場所　当館１階　特別展示室
　みなさまから当館にお寄せいただいた、郷土の歌人“島
木赤彦”の「冬の諏訪湖」を詠んだ10首の短歌から感じと
る“冬の諏訪湖の情景”を撮影した写真を展示します。写
し撮られた“諏訪湖”の様々な表情をお楽しみください。

更新準備期間中は大変ご迷惑をおかけしました。
４月1日から新システムにて貸出し等をおこないます。
ますます便利になった図書館を、どうぞご利用ください。

◎こども読書週間（４月23日～５月12日）企画◎
・こども古本市　
◇日　時　４月23日（日）午前９時30分～午後５時
◇内　容　子どもの近くにいつも本を！ 

図書館で廃棄した児童書・絵本を
さし上げます。１人３冊までです。
ご家族でご来館ください。

・「どの本読もうか？
　　　　読んであげたいこの本」
　　2017年版読みきかせに適した本のリストを期間中
　　配布します。

☆恒例ゲーム「ねじ並べ」をしよう！
小さなねじを90秒間でいくつ並べられるかチ
ャレンジしよう！参加者全員に下諏訪町オリ
ジナルの参加賞を差し上げます。

　桜などの春の素材を使って『Springクロ
ック』を作ろう！また、富士山や和紙を使
った『Japaneseクロック』も作れます！
あなたはどっち！？    
　精密の町ならではの体験をこの機会に是
非どうぞ。
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すこやか相談（育児・栄養相談）
午後1時30分～午後3時30分

四種混合

心のほっと相談 ※要予約

予防接種
3日
7日
24日
20日

10・24日

月
金
月

月
木

午後2時～午後2時30分
午後2時～午後2時30分
午後2時～午後2時30分

２　か　月（平成29年 2月生）
４　か　月（平成28年 12月生）
10　か　月（平成28年 6月生）
１歳６か月（平成27年 9月生）
２　　　歳（平成27年 1月生）
３　　　歳（平成26年 3月生）

乳
幼
児
健
診

午前9時～
午後0時45分～
午後0時45分～
午後0時45分～
午前9時～
午後0時45分～

28日
28日
25日
12日
　11日
10日

金
金
火
水
火
月

４ 月　健  康  診  査  等４ 月　健  康  診  査  等

（平成28年11月生）
（平成25年4月2日～30日生）日本脳炎

（平成28年8月生）Ｂ Ｃ Ｇ

種　　　　　　　　　　別 日 曜日 時　　　間 場　　　所

●４月の休日納税相談●
○開設日時　１日（土）・２日（日）
　　　　　　（午前10時から午後４時まで）

○開設場所　町庁舎２階 税務課窓口

○内　　容　税金等の納付及び納税相談

●４月の税金等納期限●
５月１日
 （月）　

固定資産税 １期分
国民健康保険税 １期４月分
後期高齢者医療保険料 １期４月分
上下水道料（1月～３月検針分） ４月分
温泉使用料（３月使用分） ４月分
保育料 ４月分

午前9時～午前11時

４ 月　各　種　相　談４ 月　各　種　相　談 相談は無料です。
＊は事前に予約が必要です。

※面談日については事前に予約をお願いします。

下諏訪商工会議所会館２階
税理士会事務局 ☎28-6666

下諏訪商工会議所 ☎27-8533

ものづくり支援センターしもすわ☎26-2226

教育委員会 ☎27-3204

住民環境課 生活環境係
☎27-1111（内線143）
までお問い合わせください。

※面接での相談については事前に予約をお願いします。

※面接での相談については事前に予約をお願いします。

☎57-2900諏訪地方事務所

諏訪保健福祉事務所

午後1時～午後5時
午後1時～午後4時
午後1時～午後3時

午前9時～午後5時

午前9時～正午

午前10時～正午

午前8時30分～午後5時15分

午前8時30分～午後5時15分

午前8時30分～午後5時15分

午前10時～午後3時

午前10時～午後3時

午前8時30分～午後5時15分
☎27-7396
☎26-3377
☎28-2827

下諏訪町社会福祉協議会
下諏訪町地域包括支援センター
老人福祉センター　相談室

☎57-2911

日 曜日 時　　　間相　　談　　名 場　　　　　所
法 律 相 談
登 記 相 談
行 政 相 談
住 民 相 談 ・ 一 般 相 談
消 費 生 活 相 談
交 通 事 故 相 談

児 童 家 庭・教 育 相 談

女 性 総 合 相 談

建 築 な ん で も 相 談
（リフォーム・耐震改修など）
工 業 相 談

税 務 相 談

福 祉 総 合 相 談

休日を除く毎日

休日を除く毎日

 27日 木
 13日 木

木13日

水12日

随　　時

休日を除く毎日

毎月第3土曜日

＊
＊

＊

＊

火18日

月～金曜日
・福祉相談
・介護相談、権利擁護相談、成年後見相談
・結婚相談 毎週金・土曜日
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※平成29年３月で「古布・紙類」の月例資源物収集は終了しました。４月からは、第２週の資源物収集日に出していただくか
（紙類のみ）、駅東リサイクルステーション等の回収ボックスをご利用ください。
※下諏訪町清掃センターへの持込みは、資源物と埋立てごみのみです。燃やすごみの持込みは、諏訪湖周クリーンセンターへお
願いします。
※下諏訪町リサイクルカレンダーの掲載は４月号で終了します。詳しくは、全戸配布されます、下諏訪町リサイクルカレンダー
でご確認ください。

子育てふれあいセンター
ぽけっと所長

●所 在 地　下諏訪町3406（新町下）
●電　　話　55－7213　
☆営 業 日　不定休
☆営業時間　お店にお問い合わせく
　　　　　　ださい。　　

下諏訪町の企業紹介 第59弾「Cafe＆Gallery ひとつぶの麦」下諏訪町の企業紹介 第59弾「Cafe＆Gallery ひとつぶの麦」
カフェ  アンド  ギャラリーカフェ  アンド  ギャラリー

　クローズアップしもすわでは毎月、町内の企業を紹介しています。内容は各企業から提出いただいた原稿を基に掲載
しています。掲載を希望する企業は下諏訪町 総務課 情報防災係（電話27－1111 内線262）までご連絡ください。

硬質プラスチック収集日：４月16日（日） 午前９時～午前11時の間に赤砂崎へ持込んでください。

平成29年４月平成29年４月 下諏訪町リサイクルカレンダー下諏訪町リサイクルカレンダー 「×」印の日は収集
を行いません

皆様へお願い

「○」印の29日（土・
祝）は諏訪湖周ク
リーンセンターへ
の燃やすごみの持
込みはできますが、
町清掃センターへ
の資源物、埋立て
ごみの持込みはお
休みです。

日 　 月 　 火 　 水 　 木 　 金 　 土

1

8

15

22

29

第１週

第２週

第３週

第４週

第5週

第１週

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

資源物等の収集品目
アルミ缶・ペットボトル・無色ビン・白色トレ
イ・発砲スチロールと色つきトレイ

アルミ缶・ペットボトル・無色ビン・白色トレ
イ・発砲スチロールと色つきトレイ

スチール缶・茶色ビン・紙類（新聞紙・ダンボ
ール紙・雑誌・紙パック・その他の紙類）
アルミ缶・ペットボトル・その他の色ビン・白
色トレイ・発砲スチロールと色つきトレイ
スチール缶・金属類
埋立てごみ

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25 乾電池・蛍光管・電球
（一緒の袋で出して構いません。）

                

少し大きめの物を使うと
作りやすいよ！

　旧中山道沿いにオープンした「Cafe＆Gallery ひとつぶの麦」。発達障害
児者や家族の支援をする一般社団法人「シーズ発達研究所」で代表を務め
る店主が、安心・安全に暮らせるまちづくりを目的にオープンしました。
　１階はテーブル、カウンター合わせて 15 席のカフェで、下諏訪のおい
しい水で抽出する水出しコーヒーに、９種類のスパイスで作るキーマカ
レー、自家製天然酵母のパンなどのメニューを用意しています。

　２階は、多目的スペースで、様々
なイベントを開催、また希望者は
貸出ギャラリー、貸しスペースと
して利用することができます。

木の温もりを感じるあたたかい店内

おすすめの「ドライキーマカレーセット」（サラダ、
飲み物付き）1,000 円

御田町

大社通

至秋宮

至春宮

至岡谷

ココ★★
武蔵工業

子育て支援
センター

八十二銀行

20


